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（別紙）  

 

国土・自然環境の保全等の農業及び森林の多面的な機能は、国民生活及び国民経済の

安定に重要な役割を果たしているが、外部経済効果として発揮されるものであることか

ら、その価値を定量的に評価することは困難な面がある。 

農業及び森林の多面的な機能の定量的な評価については、農林水産省における試算や

OECD など国際機関における検討がなされているが、現時点では幅広い学術分野からの

横断的な研究は少ない。 

学術的知見に基づく定量的な評価は、農業及び森林の有する真の価値について我が国

のみならず国際社会における正しい理解と社会的な認知を得ることにもつながるもの

であり、その多面的な機能の発揮を確保することは、地球環境や人間生活の安定に資す

るものである。 

このような視点に立ち、特に定量的な評価を含めた手法や今後の調査研究の展開方向

の在り方などを中心に、幅広い見地から「地球環境・人間生活にかかわる農業及び森林

の多面的な機能の評価」について学術的な調査審議をしていただきたく、諮問する。 
 


